
深層崩壊のおそれのある渓流の抽出
「渓流（小流域）レベル評価」



深層崩壊の発生に関連する要素

Ａ 既往の深層崩壊発生箇所の近接地域で発生しやすい
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Ａ 既往の深層崩壊発生箇所の近接地域で発生しやすい
既往の深層崩壊跡地を判読し、跡地を有する渓流を抽出
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Ｂ 深層崩壊発生と関連性の高いと考えられる微地形・地質構造

深層崩壊の発生に関連する要素

Ｂ 深層崩壊発生と関連性の高いと考えられる微地形 地質構造

隆起や岩盤の風化などによる岩盤の変形に起因すると考えられる岩盤の「ゆるみ」など

③深層崩壊と関連性の高い微地形指標を抽出③深層崩壊と関連性の高い微地形指標を抽出

①微地形指標の判読

②的中率 カバー率を算定

渓流抽出作業イメージ

②的中率、カバー率を算定

深層崩壊跡地 微地形要素Ⅰ 微地形要素Ⅱ

渓流Ａ ▲ ◆ ●

渓流Ｂ ◆ この地域の例では渓流Ｂ ◆

渓流Ｃ ▲ ●

渓流Ｄ ◆

渓流Ｅ

この地域の例では、

円弧状クラック
または

岩盤クリープ斜面渓流Ｅ

カバー率 － １／２ ２／２

的中率 － １／３ ２／２

岩盤クリープ斜面

を、微地形指標として選択し、
指標に適合する微地形が多い渓流を抽出



Ｃ 深層崩壊発生と関連性の高いと考えられる地形量

深層崩壊の発生に関連する要素

「斜面の勾配」と「集水面積」の組合せ
③斜面勾配と集水面積毎の深層崩壊跡地数を整理

①斜面勾配と集水面積の算出①斜面勾配と集水面積の算出

②斜面勾配と集水面積の組合せごとのメッシュ数整理

④斜面勾配と集水面積毎の深層崩壊跡地面積率算出

渓流抽出作業イメージ

②斜面勾配と集水面積の組合せごとのメッシュ数整理

崩壊跡地面積率の高い組合せを指標として選択し、
指標に適合する斜面が多い渓流を抽出



深層崩壊の発生に関連する評価指標の適用性検証

３つの要素を評価軸に「深層崩壊渓流レベル評価」を実施３つの要素を評価軸に「深層崩壊渓流レベル評価」を実施
Ａ発生実績 Ｂ地質構造及び微地形 Ｃ地形量

※②、③は、評価区域毎に深層崩壊跡地と関連性が高い微地形の種類、または地形量を選択

紀伊山地における深層崩壊渓流レベル評価と
台風12号における深層崩壊発生箇所

（地質:四万十帯）

Ａ

Ｂ Ｃ

危険度別渓流数と台風12号による深層崩壊発生状況（紀伊山地:四万十帯）
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台風12号で発生した深層崩壊
相対的な危険度が高い渓流
相対的な危険度がやや高い渓流
相対的な危険度がやや低い渓流

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図200000
（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平24情複、第324号）
なお、この地図を複製する場合は、測量法に基づき、国土地理院長の
承認を得なければならない73
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１ 相対的な危険度がやや低い渓流
相対的な危険度が低い

※一つの渓流内で複数個の深層崩壊が発生したものも、1渓流として計上

承認を得なければならない。



渓流レベル評価結果の留意事項

• 評価区域毎に深層崩壊実績（崩壊跡地分布）と関連性が高い指標を設定評価区域毎 深層崩壊実績（崩壊跡地分布） 関連性 高 指標を設定
して評価していることから、異なる評価区域間で、評価結果を比較すること
はできません 。

• 渓流レベル評価は、複数の斜面を有する一定面積の渓流毎に、相対的
な深層崩壊の発生危険度を評価したものであり、個別の斜面の危険性を
判断するものではありません。

空中写真判読や 地質図 地形図などにより 机上調査で評価する簡易• 空中写真判読や、地質図、地形図などにより、机上調査で評価する簡易
的な評価手法であり、現地踏査やボーリング調査等を踏まえた設計を行っ
ている構造物の安全性等の評価を左右するものではありません。ている構造物の安全性等の評価を左右するものではありません。


